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近代⽇本美術を収蔵する三⽊美術館（姫路）がアートの将来へ向
けた画期的取り組みに着⼿！ 京都⼤学発・世界最先端スキャン
技術による絵画のデジタルアーカイブ化を開始

美樹⼯業株式会社（本社：兵庫県姫路市北条 代表取締役社⻑：岡⽥尚⼀郎）は創業者が播
磨の⽂化向上を願い、地元に設⽴した三⽊美術館（所在地：兵庫県姫路市本町）の収蔵品の
絵画を2022年8⽉19⽇（⾦）午前9時より超⾼精細によるデジタルアーカイブ化を開始する
ことを決定しました。

■今、なぜデジタルアーカイブに取り組むのかについて

＜取り組む背景１＞
三⽊美術館の収蔵する絵画は、その多くを横⼭⼤観、岡⽥三郎助、梅原⿓三郎をはじめとす
る近代⽇本の代表作家の作品で占められています。製作から数えると絵画も年々歳を重ねて
きており、どんなに万全の体制で管理していようと経年劣化は免れられません。そこで現時
点での各作品の⾊や質感を忠実にデジタル化し保存しておくことがこれらの芸術品について
はもっとも重要なことであると判断しました。海外の美術館等でも過去にデジタル化された
データによって、より精密な修復が可能になった例は数多くあります。

＜取り組む背景２＞
昨今は、コロナで美術館等への来館を控える⽅、あるいは⽇本の⾼齢化により美術作品に触
れたいのに健康上なの問題でお越しになれない⽅もいらっしゃいます。そういう⽅々にも広
く楽しんでもらうためにも、今のよい状態のうちにデジタル化することで、デジタルミュー
ジアム化を含めた、多様な⾒せ⽅も可能になり、私設美術館としての「新しい美術館のあり
⽅」を提⽰できるのではないかと考えています。

■京都⼤学発の世界最先端イメージング⼯学技術とは何か
今回、三⽊美術館が実施するデジタル化の技術は、京都⼤学・井⼿亜⾥名誉教授が開発され
た貴重な⽂化財保護のための⾼精細画像記録システムです。井⼿名誉教授は、⽂化財におけ
るスキャン技術においては世界的な第⼀⼈者として知られ、これまで数多くのプロジェクト
に携わってこられました。
⽇本国内では、東京、京都、福岡の各国⽴
博物館の保護プロジェクト等にも活⽤され
ていますが、そのフィールドは⽇本のみな
らずアメリカ、エジプト、ヨーロッパ、ア
ジアと世界にわたっています。（写真は、
左：⼤型収蔵作品をスキャンしているイ
メージ、右：井⼿京⼤名誉教授）
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■井⼿亜⾥名誉教授らが開発のスキャン技術の優位性

1. ⼈間の⽬を超える超⾼精細
普通に⼈間が鑑賞しているだけでは認められない細部までを⾼精細でスキャンするこ
とが可能です。

2. 歪みのないデータ
絵画や襖絵など作品の中には巨⼤なものもありますが、カメラのレンズではどうして
も四⾓に歪みが⽣じます。しかし井⼿名誉教授の開発した技術を使えば線の形状で記
録されるため、歪みが⽣じないのです。

3. クリアな⾊彩の再現性
特にこういったスキャンで難しいのが⾊の再現性ですが、光を当てると⽩く⾶びがち
な⾦⾊でさえ、くっきり鮮やかにデーター化できます

このほかにも、微妙な油絵などがもつ凹凸のタッチもきちんと再現してくれるため、三⽊美
術館が収蔵する貴重なアート作品のアーカイブ化に最適であると判断しました。

■スキャン作業公開（積極的に取材対応を致します）

三⽊美術館におけるデジタル化プロジェクトは下記の⽇程で実施いたします。

⽇程：2022年8⽉19⽇（⾦）〜2022年8⽉24⽇（⽔）

初⽇の進め⽅ 9：00 京都⼤学名誉教授井⼿先⽣お⽴ち会いのもと、デジタル化
およびその技術の特徴と作業におけるポイントのご説明

9：30 セッティング開始
＊実際のスキャン作業開始については、12:00前後の予定。

ご取材をご希望の⽅は下記までお問い合わせください。井⼿名誉教授のお⽴ち会いは初⽇の
19⽇と20⽇の2⽇間の予定ですので、井⼿先⽣の取材ご希望の場合は、事前にご連絡の上、
どちらかでお越しください。また、期間中を通じて、担当者による取材対応させていただく
ことも可能です。なお当館最⼤収蔵作品である東郷⻘児⽒作品「花を摘む⼥達」については
作業2⽇⽬の20⽇（⼟）のスキャニング作業を予定しています。
この件に関するお問い合わせ先は、下記の通り

三⽊美術館 担当／伊賀 仁美（いが ひとみ）
住所： 〒670-0012 兵庫県姫路市本町２４１番地
電話： ０７９−２８４−８４１３
Email ： m i k i - m u s e u m @ m i k i k o g y o . c o . j p

開館情報：⽔曜〜⽇曜の10:00〜18:00 （⽉曜と⽕曜は休館⽇と
なっております。また、スキャン作業期間中は、2階gallery 
アートスペースmikiは通常通りご⼊場いただけますが、開催中
の企画展については休⽌とさせていただく予定です。）
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